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令和６年度（2024 年度）第４回北海道こども施策審議会こども施策部会議事録 

日 時：令和７年(2025 年)１月 24 日（金）10:00～11:40 

場 所：かでる２．７ 10 階 1040 会議室 

出席者：別添「出席者名簿」のとおり 

議 題：別添「次第」のとおり 

 

≪開 会≫ 

 

【久保課長補佐】 

それでは定刻になりますので、ただいまから令和 6 年度第 4 回北海道こども施策審議会

こども施策部会を開催いたします。本日はお忙しい中ご出席いただきありがとうございま

す。議事に入るまでの間、進行を務めさせていただきます、北海道保健福祉部子ども政策局

子ども政策企画課の久保と申します。よろしくお願いいたします。 

明石委員につきましては、到着が遅れておりますが、後ほど出席いただくこととなってお

ります。 

今回出席いただいております委員の皆様には、対面でお集まりいただいての会議となっ

てございますが、オブザーバーを含め一部事務局等、オンラインで参加しておりますことか

ら、オンラインと対面でのハイブリッド形式で開催させていただいております。 

開催にあたっての留意事項でございますが、発言される場合は、毎回名前をおっしゃって

からご発言をいただきたいと思います。 

それでは開会にあたりまして、保健福祉部子ども政策局局長の森から一言ご挨拶を申し

上げます。 

 

【森子ども政策局長】 

皆さんおはようございます。子ども政策局長の森でございます。委員の皆さん、大変お忙

しい中ご出席を賜り、心から御礼を申し上げます。また、昨年 11 月の前回の部会におきま

して、今年度、制定を目指しております（仮称）北海道こども基本条例や道のこども関連施

策の総合的一体的推進を目的とした（仮称）北海道こども計画の素案の検討にあたりまして、

皆様から貴重なご意見を賜りました。どうもありがとうございます。 

そうしたご意見等を踏まえて策定した素案に基づきまして、昨年 11 月から 12 月にかけ

ましてパブリックコメントを実施してございます。本日はその件につきましてもご報告を

させていただきたいと思っておりますけれども、そのパブリックコメントの結果も踏まえ

まして、条例・計画の原案たたき台を取りまとめてございます。本日は、そちらについてご

審議をお願いいたします。 
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本日ご審議いただく内容は、条例と計画の審議会における最後の議論に向け重要となり

ますことから、委員の皆様方には、それぞれのお立場から忌憚のないご意見をいただきます

ようお願いいたしまして、簡単ではございますが、開会の挨拶とさせていただきます。本日

はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

≪部会成立宣言≫ 

 

【久保課長補佐】 

それでは、本日の委員の出席の状況についてご報告させていただきます。 

本日は、北海道教育大学の山下委員から所用により欠席する旨のご連絡をいただいてお

ります。現時点で部会委員総数 9 名のうち８名の出席をいただいておりますことから、北

海道こども施策審議会、こども施策部会設置要綱第５条の規定に基づきまして、本部会が成

立していることをご報告申し上げます。 

事務局、オブザーバーも含めて、参加者につきましては、お手元に配付させていただいて

おります、「事務局等出席者名簿」をご確認いただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

次に、配付資料の確認をさせていただきます。資料の方、大冊になっております。本日の

資料でございますが、「会議次第」、「出席者名簿」、「事務局等名簿」、審議事項の資料といた

しまして、次第の下の方に記載しております、資料１－１の条例の関係資料１になります。

資料２－１から資料２－５までが計画の関係資料になります。報告事項として資料３、資料

4 をお手元に配付させていただいております。資料の不足等ございますでしょうか。資料等

の補足などございましたら、後ほど事務局の方にお申し付けください。 

続きまして、本日の会議ですが、概ね 12 時の終了を予定してございます。 

それでは、これ以降の議事進行につきまして、川田部会長の方にお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

≪審議事項≫ 

 

【川田部会長】 

改めまして皆さんおはようございます。どうぞよろしくお願いいたします。それでは早速、

審議事項 1「（仮称）北海道こども基本条例原案たたき台について」事務局から説明をお願

いいたします。 

【久保課長補佐】 

私の方から資料１－１から資料１－４に基づき、条例についてご説明させていただきま
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す。条例につきましては、計画とともに、５月に開催いたしました第 1 回目の部会におい

て、制定についてご説明をさせていただいた後、これまで本部会を始め、各部会においてご

審議いただいてきたところでございます。 

今回、パブリックコメントの結果も踏まえまして、原案の方を取りまとめましたので、ご

報告させていただきます。主に資料１－１と１－４に基づきご説明させていただきたいと

思います。まず資料１－１「（仮称）北海道こども基本条例素案についての意見募集結果」

をご覧ください。 

本条例に係る道民意見募集、パブリックコメントにつきましては、昨年 11 月 26 日から

12 月 25 日までを期間といたしまして、実施したところでございます。意見募集の期間中に

いただきましたご意見につきましては、こども 34 人を含め、個人の方が 110 人、団体は 117

団体、延べ 371 件のご意見をいただいたところでございます。 

本資料につきましては、いただいたご意見に対する道の考え方について整理しておりま

すが、一部、関係部署との調整が必要な項目もありますことから、未定稿とさせていただい

ております。今後、関係部署との調整後、２月に開催予定の道議会において報告の上、ホー

ムページ等で公表する予定となっております。 

次に、いただいたご意見に対する意見等の反映状況についてでございますが、資料中ほど

にあります、区分 A から E までありますが、A の意見を受けて案を修正したものから E の

案の内容についての質問等の五つの区分に分けて、ご意見に対する道の考え方を整理した

ところでございます。 

まず A の意見を受けて案を修正したものについてでございますが、３ページ目をご覧く

ださい。一番下の欄になりますが、ご意見の概要といたしましては、「「監護」という文言が

こどもを育むという視点から「養育」と変更することが望ましい。」ことや「「生活の場を与

えて」という文言については、こどもを見下すような印象である。」とのご意見がございま

した。右の欄に道の考え方について整理してございます。 

「監護」につきましては、道の法制上のルールに基づき、他の条例や法令を参考として掲

載しており、児童福祉法を根拠としていることから、今回修正はしていません。また、「生

活の場」に関する記述につきましては、資料１－４、新旧対照表の方をご覧いただきたいと

思います。２ページ目になります。表の真ん中、旧素案の真ん中、中段ぐらいになりますが、

「イ 前号に掲げるもののほか」のところの文言につきまして、下の第５号にここの部分を

含めるということで、案の方では「イ」の部分を削除して整理しているところでございます。 

次に資料１－１「意見募集結果」に戻っていただきまして、２ページ目をご覧いただきた

いと思います。上から四つ目になります。「条例の目的として、こどもの権利保障を明確に

示すべきだと考えます。こどもの権利を保障する社会の実現を目指す上で、道の責任を明確

にするべきではないか。」といったご意見をいただいているところでございます。 

こちらの考え方、道の考え方につきましては、「本条例はこども基本法の下、道が取り組

むこども施策の方向性を規定しており、本条例に基づき、道はもとより、全ての関係者とと
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もに、こどもが将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現に向けて取り組

んでまいります。」としており、こちらにつきましては、区分の B、案と意見の趣旨が同様

と考えられるものとして整理しているところでございます。 

また、区分 C、案を修正していないが、今後の施策の進め方の参考とするものといたしま

しては、同じ資料１－１、-23 ページ目をご覧ください。23 ページ目につきましては、条例

の中の基本的施策、こどもの権利の周知・擁護の関係について、ご意見をいただいたものを

まとめているページになりますが、こちらの１段目になります、「こどもの権利委員会から

日本に対し、こどもの権利をモニタリングするための独立した機構を迅速に設置するため

の措置をすることと勧告されていることから、早急に第三者機関を設置すべきである。」と

いったご意見をいただいております。こちらにつきましては、類似する意見が他に 32 件い

ただいているとでございます。 

また下の欄になりますが、「子どもにカードを配布するなどし、小学校低学年から高校生

まで幅広く相談できる機関を設置すべきである。」こちらにつきましても類似する意見が他

に 23 件ほどいただいているところでございます。 

もう一つ下の欄にございますが、「いじめの認知件数、不登校や自死の増加や児童虐待相

談対応件数の高水準推移を鑑みると、一刻も早く相談機関を設置すべきです。北海道も早期

に救済機関を設置すべきで公正な公的第三者機関として、行政から独立してこどもの声を

聴き、こどもの権利救済にあたることが重要である。」といったご意見をいただいておりま

す。こちらにつきましては類似するご意見が他に 58 件あったところでございます。こちら

の方の道の意見に対する考え方になりますが、「相談救済機関や第三者機関については、国

は全国の自治体を対象とした調査を実施しているところであり、道としても、その結果や調

査を踏まえた国の方針などのほか、他県における権利擁護の取組や活動実態、既存の相談救

済機関との役割分担等について情報を収集した上で、広域な北海道における権利擁護のあ

り方を審議会の場で議論してまいります。」としているところでございます。 

また、権利の周知・擁護の関係につきましては、後ほど、別途、ご報告させていただきます。 

次に、こども向けパブリックコメントも併せて行っております。こども向けパブリックコ

メントにつきましては、資料１－１の別紙としてお配りしてございます。 

こどもからの意見としましては、34 人の方からご意見をいただいているところでござい

ます。内訳といたしましては、中学生が 30 人、高校生が 1 人、その他のこどもが 3 人、合

計 34 名のご意見をいただいているところでございます。こども向けのパブリックコメント

につきましては、アンケート方式としておりまして、３の「こどもの権利条約の内容につい

て知っていますか」という設問に対して「詳しく知っている」、「知っている」と答えた方が

32.3%となっておりまして、全体のおよそ３分の１の人がこどもの権利条約について知って

いるとお答えいただいているところでございます。次のページをめくっていただいて、こど

も基本法に関しての設問になりますが、「知っている」、「聞いている」、「聞いたことがある」

と答えた人がそれぞれ 20.6%、「聞いたことがない」と答えた人が 58.8%となっているとこ
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ろでございます。このほか、お子さんからのご意見をとりまとめてございますが、内容につ

きましては、後ほどご覧いただきたいと思います。 

そのほか、素案からの主な条例の変更点といたしましては、資料の１－４、新旧対照表 

をご覧いただきたいと思います。 

素案には示しておりませんでしたが、主な変更点といたしましては、９ページ目の最後の

行から附則の部分が今回、案の方で追加しているところでございます。 

附則につきましては、本こども施策審議会に関する条例が昨年４月に施行いたしており

ますが、こども基本条例の制定に伴い、こちらの条例の内容を本条例の方に移設する予定と

しておりまして、それに関係する条項について規定しているところでございます。 

資料１－４最後のページになりますが、11 ページ目の最後に「9 知事はこの条例の施行

の日から起算して５年を経過するごとに、社会経済情勢の変化等を勘案し、この条例の施行

の状況等について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置をするもの」といたしまして、

見直しに関する規定を盛り込んでいるところでございます。 

今後のスケジュールになりますが、今後、審議会での議論をいただいた後、２月開会予定

の道議会の方に条例の提案をさせていただき、ご議論をいただいた後、４月の施行を予定し

ているところでございます。条例の説明については以上となります。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。では、ただいまの説明内容につきまして、ご質問等をいただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。かなり多岐にわたりますが、どこからでもと思いま

す。どうぞ。 

 

【明石委員】 

明石です。おはようございます。質問ですが、こどもの方の北海道こども基本条例の意見

募集の結果を拝見しまして、ほとんどの方が松前町の方がお答えになっていらっしゃるの

かなと思ったんですけれども、これは松前町の中で何かこういった取組があって、このほぼ

松前町の方がお答えになっているんですか。 

 

【久保課長補佐】 

ご質問ありがとうございます。詳細はどういった経過かわかりかねますが、恐らく学校で

条例を北海道で作っているので、「皆さんご意見出してみたらどうでしょう」というような

先生の方からの働きかけがあったのではないかと思量しているところでございます。 

 

【明石委員】 

ありがとうございます。その他の 10 の資料１－１別紙の６ページのところに中学生から
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のコメントで「松前町の条例のことも考えていきたいと思った」というコメントがあります

ので、おっしゃるとおり、もしかしたら授業の中で、こういった意見を書いたり、皆さんで

やったのかなと思いまして、授業の中で皆さんで考えていく取組はいいなと思ったのが質

問の意図でした。以上です。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。ほかいかがでしょうか。皆さんに考えていただいている間に私

の方からよろしいでしょうか。たくさんパブリックコメントをいただいて、371 件のパブリ

ックコメントは多いんですか。 

 

【森子ども政策局長】 

 少なくはないです。 

 

【川田部会長】 

わかりました。ありがとうございます。そうすると、道民の皆さんのご関心が一定水準以

上あるということで、ありがたいというふうに思いました。 

その中でも特に全体の３分の１近くを占めているところというのは、やはり権利擁護の

ところかと思います。今回の資料でいうと１－４新旧対照表の中で、15 条に相当いたしま

すので６ページから７ページにかけてが 15 条ということですけれども、表記として「講ず

るよう努めるものとする」から「講ずる」になったり、「努めるものとする」が「図るもの

とする」というふうに変わっておるんですけれども、これは条例としての表現の意味合いと

いうのはどのように理解したらよろしいでしょうか。 

 

【久保課長補佐】 

ご意見ありがとうございます。ここの文言につきましては、法制担当部署とも協議してお

りますが、「努めるものとする」という部分がパブリックコメントの中にもございましたが、

道の主体性が見えないといったご意見をいただいているところでございまして、道として

も、この部分を取り組んでいきたいということで文言を整理させていただいております。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

すいません。補足です。子ども政策企画課長の工藤でございます。ご質問いただきまして

ありがとうございます。今、ご質問ありました件ですが、我々、元々素案でお示しをしてご

ざいました「努めるものとする」と書いてはありましたけれども、今回書きぶりを変えさせ

ていただきましたけれども、元々同じような気持ちでやっていかなきゃならんという想い

がありましたが、今、説明させていただきましたパブリックコメントの中で「努める」とい

う言葉だと伝わらない、わかりづらいという声をいただいたこともございまして、我々の中
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で改めて検討させていただいて、道民の皆様方にも伝わりやすいようにということで、今回

「講ずる」や「充実を図る」ということで表記をわかりやすく変えさせていただいたという

ところでございます。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。元々の道としての意欲は変わらないけれども、そう思っているけ

れども、表現として、道民の皆さんにより伝わりやすく、「図ります。」、「講じます。」とい

うような形で少し表現を明確にしたという、そういうご趣旨で理解いたしました。 

では、皆さんどうでしょうか。では、髙梨委員。 

 

【髙梨委員】 

北海道小学校長会の髙梨です。よろしくお願いします。先ほど、明石委員からもこどもの

パブリックコメントの結果について、ご意見・ご質問がありましたが、私も立場的に、こど

もからの意見の方が気になりました。８ページの「その他のこども」下から二つ目の「その

他のこども」さんが書かれているように、基本条例というものを、こどもたちが知る機会と

いうのが、多分、普通の広報活動だと難しいのではないか。自分たちもそうでしたけれども、

例えば日本国憲法という大きなものを知るのですら授業で理解するといったところです。

ですから、北海道には、「こども基本条例」が制定されていて、こういう内容だというのは

授業で取り扱うようにしないと、多分、こどもたちは知る機会がないまま、知らずに成長し

てしまうのではないかなと思います。意見で書いてあるように、「学校の授業で扱うように

していくべきではないか」というところについては、まさにそうだなと思ったので、例えば、

学校向けに、授業で扱えるよう資料を作成するなど、意見反映を示すと、より自分の意見が

聴いてもらえたなという実感につながるのではないかと思います。以上です。 

 

【久保課長補佐】 

ご意見ありがとうございます。条例の内容の周知等につきましては、計画に盛り込んでい

るところでございます。今後、条例が制定された場合につきましては、各種広報等を通じる

とともに、学校にも使っていただけるような資料を作成してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。高木委員もわからないところもあっ

たら聞いていただきたいと思います。はい。お願いします。 

 

【高木委員】 

僕は今、北海道大学に通っているんですけど、地元が福岡県で福岡県の中高では、こども



- 8 - 

 

相談窓口みたいな小さいカードが配られていたというのを思い出しました。資料１－１、23

ページに「こどもにカードを配布した方がいい」という意見があって、札幌では検索したら

カウンセリングセンターとか出てくるんですけど、この意見ではどういうところが、このパ

ブリックコメントでは、どういうところが足りてないと思っているんだろうなと思いまし

た。この 32 件も意見が来ているので、他の都道府県と比べて足りていないのかなと思い、

調べようかと思いました。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。今の高木委員の意見いかがですか。 

 

【久保課長補佐】 

ご意見ありがとうございます。こどもの権利のカードにつきましては、各学校の方で取り

組んでいただけているのかなと承知しております。ただご意見があったとおり、まだ相談窓

口自体がこどもたちや学校に周知不足なのかなということで、ご意見をいただいているの

かなと思っております。 

こちらにつきましても、来年度以降、どういった形でこどもたちへ情報を伝えていくかな

ども検討してまいりたいと思います。 

 

【川田部会長】 

そのほか、いかがでしょうか。どうぞ。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

すいません。今の質問に関連してですけれども、相談機関というのは様々、国ですとか市

町村でも設置しているところもあって、例えば、昨年８月のこの部会でもご議論いただきま

したけれども、札幌市でアシストセンターという相談機関を置いています。そこは小さな名

刺サイズのカードを配ったり、自治体ごとにそれぞれ取り組んでいるという状況です。 

また、国、総務省なんですけれど、SOS ミニレターというこういうものを学校を通じて、

小学生用、中学生用というものを毎年配っている取組があったりします。ただ、こういうご

意見をいただくということは、それがこどもたちには伝わっていない部分も受け止めとし

てはあるのかなと思いますので、私達としては、そういうご意見あるということを真摯に受

け止めなければならないと思っているところです。 

各自治体ですとか、国の機関についてもこういう取組をやっているんだけど、なかなか届

いていないところもあるのかなというところでございます。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。そのほか、いかがでしょう。では山田委員お願いします。 
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【山田委員】 

弁護士の山田でございます。今のお話と関連する部分なんですけれども、資料１－１でい

いますと23ページの相談救済機関や第三者機関に関するご意見がかなり多く寄せられてい

るというのを拝見しまして、道民の皆さんからこの部分が非常に求められているんだなと

いうのを改めて感じました。 

今、国の方で全国の自治体を対象とした調査を実施しているということなんですけれど

も、もう少し詳しくどのような調査でいつ頃その結果が発表されて、道の施策に反映させる

ことを検討していけるのはいつ頃の時期になりそうかとか、そのあたりを教えていただけ

ればと思いました。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。このこどもの権利擁護の部分につきましては、先ほどもお話させ

ていただきましたが、昨年８月の部会でも様々なご意見をいただいたところでございまし

て、我々としても色々検討をしてきたところでございます。 

後ほどの報告事項でご説明しようと思っておりましたが、今ご意見をいただきましたの

で、この権利擁護に関しまして、報告案件を先にご説明させていただければと思いますので

よろしくお願いいたします。 

 

【久保課長補佐】 

それでは、資料３でございますが、こどもの権利の周知・擁護についてでございます。こ

れまでもお話のありましたとおり、本審議会の部会の方で、ご議論をいただいてきたところ

でございます。資料の１番、主な道の取組としまして、権利の周知につきましては、「一般

の保護者、こどもの権利について知っている人がほぼいない」といったご意見や、「こども

がわかりやすい周知をすべきではないでしょうか」というご意見をいただいているところ

でございます。 

また、権利の擁護の部分につきましては、「LINE 相談などの窓口だと北海道でも、何か

できるかもしれないのではないか」、「道内津々浦々できめ細やかに北海道自身が相談に応

じるよりは、まずは権利や相談機関の周知を図るべきではないでしょうか」や、「札幌市の

こどもアシストセンターの取組も参考としてはどうでしょうか」といったご意見をいただ

いているところでございます。 

今、ご意見がございました国の主な動きの中で、国の方で今、学校や家庭の学習を念頭に、

こども基本法の理念、内容について、小中高のこどもや教員にわかりやすく伝える教育コン

テンツを作成する予定と聞いているところございます。 

また、今お話にありました全国の自治体に対する相談救済機関の設置や運営状況につい

ての調査を開始しているところでございます。こちらの部分につきましては、今調査してお

りまして、国の方に調査のときに確認した段階では、今年度いっぱい調査の方を行いまして、
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年度が変わってから各自治体の方に状況等ついてお知らせいただけるようなお話もいただ

いているところでございます。 

そういったお話も含めまして、来年度以降、道としても検討してまいりたいと考えている

ところでございます。また、国の方で全国の行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会という

のを開催しておりまして、こどものオンブズパーソンについて、情報交換を昨年の 12 月６

日に行っているところでございます。 

道における今後の対応につきましては、これまでの本部会の議論や議会でのご議論を踏

まえまして、また国の動向も踏まえて、こどもの権利の周知及び権利に係る道のあり方につ

いて、こども施策審議会において、引き続き議論を継続していただきたいと考えているとこ

ろでございます。 

また、審議会の方での議論の内容状況につきましては、適宜、本部会含めて各部会にも情

報共有を図りまして、進めていきたいと考えているところでございます。 

 

【川田部会長】 

山田委員どうですか。 

 

【山田委員】 

ありがとうございました。新年度になってから全国の取組について情報提供があるとい

うことでしたので、是非、それを参考にしながら、この広い北海道でどのような制度を作っ

ていけるのか検討していただきたいなと思いました。 

弁護士会の方にもかなりいじめについての調査案件が全道から寄せられていまして、少

し手前で何か、もしかしたらこじれる前に手立てを打つことができるかもしれないという

ような思いもありますので、重大案件になる前に相談できる、対処できる機関があるといい

なと思っておりますので一緒に考えていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

【川田部会長】 

そのほか、いかがでしょうか。菊地委員、お願いします。 

 

【菊地委員】 

連合女性委員会の菊地です。今も意見がたくさん出ているところのこどもの権利の周知

擁護の部分だったんですけれども、パブリックコメントからもここに対する意見が、先ほど

川田部会長さんも言われていましたけども、3 分の 1 以上寄せられているということで、

今、新年度の情報提供を受けて、また審議していくということで、すごくほっとしていると

ころではあるんですけれども、この審議していくというのは、今言っている第三者機関・救

済機関については、作る、作らないも含めて検討していくということになるのかなと思うん

ですけども、ここは是非、前向きに設置に向けて検討していくというふうになった方がいい
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のかなと思うので意見させていただきました。よろしくお願いいたします。 

 

【川田部会長】 

 今の意見についてはいかがでしょうか。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ご意見いただきましてありがとうございます。いわゆる第三者機関、いろいろご意見いた

だいているんですけれども、これ実際は国の法律に定義がないんですね。第三者機関という

法律の定義がなくて、どのようなものが第三者機関なのかということがはっきりしていな

い。まずこれが一つあります。とはいえ、状況としては全国の都道府県レベルまたは市町村

レベルを見てもいくつかの自治体では設置しているところもあります。ですので、我々とし

ては、国の調査は今やっておりますが、その調査と併せて、加えてになりますけれども、私

達も実際に各県、道内の市町も設置しているところもございますので、そういったところの

実際の活動状況ですとか、実態、また、先ほどお話しましたけれども、既存の国でも法務省

でも設置しているところでございます。もし道としてやるとしたときの役割分担はどうな

るのかなど、整理するところがあろうかと思いますので、その辺は作るか作らないかという

のは、またその先にはなりますけれども、いずれにしても我々としてはどういうものが今あ

るのかということを調査させていただいて、その上で、またどうしていくかということを議

論していきたいと考えているところでございます。 

 

【菊地委員】 

ありがとうございます。先日行われたこども・子育て支援部会の方でも同じような意見が

出ていて、現在の状況を見ていたら、待ったなしの状態ではないだろうかということのご意

見もありましたので、慎重に進めることも大事だと思うんですけれども、現状に見合った救

済機関を是非、設置の方向に向けてということでお願いしたいと思います。慎重に進めてい

る間にどんどん次々、いろんなことが起こらないように是非、お願いします。 

 

【森子ども政策局長】 

森でございます。今回、この条例を作るにあたって、私どもも直接、こどもさんを訪ねて

お話を伺ったんですけれども、例えば、学校を通じて相談窓口の周知をされているのではな

いかという話をさせていただきましたけれど、一方でこどもたちの中には、例えば不登校の

学校に行っていませんというこどもたちは、札幌ですとアシストセンターのカードをもら

ったことないなという生の声を聴かせていただきました。なので、慎重に進めさせていただ

く一方で、先ほど、周知、既存の相談機関でもこどもたちのことを考えていると思いますの

で、そこの窓口をどうやって繋いでいくのか、どうやってお知らせしていくのかことを来年

度しっかり取り組んでいきたいというふうに思っています。 
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【川田部会長】 

よろしいですか。ありがとうございます。そうしますと、大体いい時間なんですけれども、

次にまた進みながら、もしまたご質問等、後から出てくるようでしたら、その都度、付け加

えていただけたらというふうに思います。 

では、続きまして審議事項２「（仮称）北海道こども計画原案（たたき台）についてこち

らの方を事務局から説明をお願いいたします。 

 

【久保課長補佐】 

子ども政策企画課の久保でございます。引き続き、私の方から、資料２に基づき、計画案

について説明させていただきたいと思います。（仮称）北海道こども計画素案につきまして

も条例と同様にパブリックコメントを実施してございます。 

期間も同じく昨年 11 月 26 日から 12 月 25 日までの期間として実施したところでござい

ます。募集期間中にいただきましたご意見につきましては、こども２名を含む５人の方から

ご意見をいただいております。その他 5 団体、延べ 33 件のご意見が寄せられたところでご

ざいます。 

資料２－１につきましては、いただいたご意見に対する道の考え方についてまとめさせ

ていただいたものになってございます。こちらの方も条例同様、関係部署との調整が必要な

項目もありますことから、現在未定稿とさせていただいているところでございます。 

条例同様、2 月開催予定の道議会において報告の上、ホームページ等で公表する予定にな

っております。いただいたご意見に対する考え方につきまして、まず、A の意見を受けて案

を修正したものについては、意見の概要といたしまして、１ページ目の中ほど、第２、こど

もを取り巻く現状の部分にございますが、「現在、核家族世帯で妻とともに子育てに奮闘し

ています。素案の書きぶりでは、私の家庭が子育て力が低下している家庭というレッテルを

貼られているような感覚になります。核家族にも配慮した文言、理解のある文言を使用する

ことが必要なのではないか」といったご意見をいただいているところでございます。 

道の対応といたしましては、右の欄に記載してございますが、「１（２）④核家族化の記

載内容を修正いたしました。」としておりますが、こちらにつきましては資料２－４新旧対

照表をご覧いただきたいと思います。７ページになります。７ページ目の中段にございます

が、真ん中旧素案の部分です。ここについては、「家庭内の子育て力が低下している状況に

あります。」という元々の素案での記載内容を左側、「祖父母等から子育てに関する助言や支

援協力を得ることが難しい状況にあります。」という文章の方に修正しております。 

こちらの文言につきましては、こども大綱などを参考といたしまして、修文しているとこ

ろでございます。 

また資料２－１に戻っていただきたいと思います。２ページ目になります。上の欄になり

ますが、「いじめや不登校、非行と被害防止などの困難を有するこどもへの対応や成長を阻

害する環境の整備も重要であるが、取組の本旨である学びや体験などを通して、こども・若
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者の成長と自立を支えることは課題が解消されれば、取組の必要性がなくなるものではな

く、継続して取り組まなければならない課題です。」といったご意見をいただいたところで

ございます。このご意見も踏まえまして、資料２－４に戻っていただきまして、11 ページ

になります。真ん中の旧素案の部分、下線を引いておりますが、地域をはじめ、私達道民が

一丸となって取り組んでいくことが重要です。」といった部分を左側、「未来の担い手である

青少年が成長過程で様々な学びや体験を得て心身ともに健やかに成長し、社会の一員とし

て、互いの多様性を認め合い、自立できる環境を作るため家庭、学校、地域社会等の相互の

連携を基に取り組んでいくことが重要です。」という文章の方に修正させていただいている

ところです。 

資料２－１に戻っていただきまして、２ページ目の下になります。一番下の欄、「こども

の権利に関する学習機会の確保や人権教育を展開していきます。学習機会の確保に取り組

みますと記されていますが、行政職員含めこどもの育成に関わる大人はもちろん、全ての大

人がこどもの権利を理解し、実践できるよう、道が先導して研修の機会を設けることを望み

ます。」といったご意見をいただいているところでございます。こちらにつきましては、道

の考え方といたしましては、「本計画はこども基本法に基づく都道府県こども計画として策

定を進めており、都道府県は、こども計画を策定する場合はこども大綱を勘案して策定する

こととされております。本計画につきましては、①こども・若者が権利の主体であることの

社会全体での共有等や、②こども・若者、子育て当事者の適切な社会反映としてこどもの権

利の普及啓発やこどもの権利に関する学習機会の確保、こども・若者、子育て当事者の意見

の促進に取り組むこととしているところでございます。こちらにつきましては、区分の B と

いたしまして、案と意見の趣旨が同様と考えられるものとして整理しております。 

ここの部分につきましては、資料３、大冊でございます。計画原案（たたき台）の 81 ペ

ージをご覧いただきたいと思います。「３目標達成に向けた基本的な方針と具体的な取組」

の中で今ご説明しましたとおり、「1 こども・若者が権利の主体であることの社会全体での

共有等」といたしまして、各取組の方を記載しているところでございます。 

そのほか、素案からの修正といたしまして、部会からのご意見もいただきまして修正して

いるか所がございます。資料２－４新旧対照表の方をご覧いただければと思います。１ペー

ジ目、「第２こどもを取り巻く現状」の「4 出産や子育てを巡る道民の意識とニーズ」の（３）

として、「北海道のこどもの生活実態」について追加してございます。具体的には本資料２

－４の 18 ページ目以降に記載している内容となります。実態調査の関係を計画の中で盛り

込んでございます。ここの部分、本計画原案の中で言いますと、38 ページから追加した部

分を記載しているところでございます。そのほか、文字等の修正の他、調整中となっており

ました各種指標につきまして今回、掲載しているところでございます。 

また、計画の基本目標の設定についても整理したところでございまして、資料２－４、30

ページ目になります。上の方になりますが、計画の基本目標といたしまして、「こども・若

者が個人として尊重され、自分らしく幸せに成長できる地域社会の実現」の達成に向け、計
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画期間内において、「こどもまんなか社会の実現に向かっていると思う人の割合」を 70%と

することや、「こども政策に関し自身の意見が聴いてもらえていると思うこども・若者の割

合」を 70%とすること、「こども基本法について知っているこども、大人の割合」を現状の

こども 31.6%、大人 56.8%から増加させることなどを目標として追加しております。 

また、同じく基本目標でございます「こどもを産み育てたいと考える個人の希望が叶えら

れる地域社会の実現」のために、「安心してこどもを育てられる環境の向上を図る」具体的

には、各種調査による環境が整っていると思う人の割合を増加させることになりますが、現

状の全国の出生率が 1.12、北海道が 1.06 となっておりますが、こちらを全国平均まで引き

上げることなどについて、数値を追加させていただいているところでございます。 

また、このほか、計画には、子ども子育て支援事業支援計画で定めることとされておりま

す整備量や関係法令についても追加することとしております。このほか、資料２－５、用語

の解説を現在作成しております。こちらについても、計画に掲載していきたいと考えてござ

います。計画の説明の最後になりますが、こどものパブリックコメントの中でもご意見をい

ただいております。これまでの計画の名称につきましては、これまでもご議論をいただいて

いたところでございますが、こども向けパブリックコメントの中のこどもからの意見の中

で、「名称は北海道こども計画がわかりやすい。」といったご意見をいただいているところで

ございます。こういったご意見も含めまして、こどもにわかりやすい内容で計画の名称を考

えていきたいと思っておりますが、事務局といたしましては、現在の仮称をとった形で「北

海道こども計画」として、策定させていただきたいと考えているところでございます。 

最後に今後のスケジュールになりますが、本部会、また後ほど開催される審議会でのご議

論をいただき、２月の開会を予定しております道議会の方で原案を報告の上、３月中の計画

の策定を予定しているとところでございます。こどもの計画に係る説明につきましては以

上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。それでは皆さんご質問、ご意見をいただけたらと思います。い

かがでしょうか。明石委員。お願いします。 

 

【明石委員】 

株式会社 MamaLady の明石です。質問だったんですけれども、資料２－４、30 ページの

基本目標値の設定についてご質問したいんですけれども、具体的な数値を示して「こどもま

んなか社会の実現に向かっていると思う人の割合」を 70%に引き上げるっていうところが

あるかと思うんですけれども、この数値はどういった数値をもとに設定されたものなので

しょうか。何か他の都道府県とかそういったところをご参考に設定された数値でしょうか。 
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【久保課長補佐】 

ご質問ありがとうございます。こちらの目標数値につきましては、こども大綱の方で 70%

とされているところでございまして、そちらの方を参考とさせていただいているところで

ございます。 

 

【明石委員】 

ありがとうございます。70%という数値は、国がこども大綱に基づいて設定した目標であ

り、それを道としても踏襲されているということですね。理解いたしました。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

国では、こども大綱に基づいて、全国でこどもまんなか社会をつくっていこうという考え

方なものですから、そうした中では半分以上、70%というものを目標に掲げて、国も地方自

治体もそうですけれども、取り組んでいこうという方針を示しておりますので、我々として

は、国が 70%の基準を示しているので、我々もそれに向けて取り組んでいくということで、

同じ数値目標を設定しました。 

 

【明石委員】 

よくわかりました。国が設定した数値に基づいて、道も設定されているとていうことです

ね。ありがとうございます。 

 

【川田部会長】 

 そのほか、いかがでしょうか。今日は是非、委員の皆さんからお声を聞きたいなと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。これは私の感想なんですけれど、繋ぎで話しま

すけれど、条例の方も計画の方もパブリックコメント、非常に皆さんお時間を使ってパブリ

ックコメントお寄せいただいている中で、すごく繊細なことがたくさんあるということ。 

例えば、先ほどの「子育て力の低下」という、一つ一つの家庭が低下しているという話で

はなくて、やっぱり手が足りないということだと思うんですよね。要は。そういうような、

一つ一つの文言に落とし込んでいくときの当事者の視点に立った文案というものに、これ

まで以上に心を砕いていく必要があるんだなということを感じます。それから、こどもの方

もやっぱり「与える」ではなくて「用意する」ではないかとか、そういうこどもを主体と捉

えたときの文言が条例とか計画自体にこどもの権利を尊重した表現になっているかという

ことのチェック。そこの課題としてたくさんいただいているというところで感じておりま

す。それに応じて、できるところは今回、修正されているかと思うんですけれども、これか

ら引き続き、課題だなというふうに私自身感じています。 

皆さんからご質問、ご意見いかがでしょうか。竹上委員、どうですか。何か。 
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【竹上委員】 

 道経連の竹上でございます。資料１含めて、いろいろと意見があるのは、なかなか素晴ら

しいなと。一つ確認というか、先ほど計画 33 件、条例が 371 件、区分 ABCDE の数が知り

たかったなと。それと同様に、ちょっと総枠、一覧表があったら嬉しかったなと思っている

次第でございます。 

あとは全体になっちゃうんですけど、「告知」ここまでやったことをどうやって皆さんに

お示しするかと。先ほど教育の現場、もしくはそこに行かれてない方々という話もあった中

で、私もあちこち行きまして、北海道ってどのテレビ局を見ても、大体知事が出てくる。関

東に住んでいると、１都６県、自分の住んでいるところの話なんていうのは、645、845 を

見ても、夕方のワイドショーを見ても出てこない。大阪行ったって同様。東北住んで、宮城

県仙台市に住んでいても、自分の住んでいるところの知事の顔っていうのは大体出てこな

いですね。 

その中で北海道って広いんだけども、トップが 1 人。道の意見というのは、結構皆さんに

落ちていくんじゃないかなと。ただ幅広い中において、今度、この「こども」っていう言葉

に関するお話が薄いよね。そこら辺を結果の手前、「こんなことやっているよ」というとこ

ろをもう少し告知していくと、今言った教育現場に限らず、もっとその教育現場に行く手前

の方々の声が何か反映できればいいのかな。うまくマスコミ使いたいなというふうに考え

ている次第でございます。全体の話になって申し訳ございません。以上です。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。とても大事な視点であったと思います。どうですか。事務局の方

で。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。我々もどういうふうに広報的に周知していくかということは、非

常に難しいところではありますけれども、様々な手段を使って、道民の皆様に理解していた

だくっていうことが大事です。条例・計画作ってそれだけでは、やはり道民の皆さんの協力

をいただかなければ物事進みませんので、そうした中ではどういう形が皆さんに届くのか

ということは今後も引き続き、検討してまいりたいと考えてございます。 

 

 

【川田部会長】 

梅田委員いかがでしょうか。 

 

【梅田委員】 

私、民生児童委員の梅田でございます。民生委員も児童委員も兼ねておりますので、意外
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と学校の訪問もしているんですけれども、私の地域の学校は小学校、中学校とも不登校がい

ないという、そういう地域なものですから、あんまり検討委員会とかそういうのはないんで

すね。それで今年、もう２年になるんですけど、全国の方の児童委員推進部会に入っており

まして、いろんな研修をさせていただいていますけれども、なにせもう、年が年ですから、

古希になりますので、孫が今大学生 3 人いるんですけれども、そのような状況で、あまりこ

の資料を読んでもあまり理解できないという部分が多くて、誠に申し訳ないんですけど、な

かなか意見が出せないという状況でございます。すいません。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。山田委員お願いします。 

 

【山田委員】 

山田でございます。私も個別の一つ一つの施策にと言うよりは、全体についてなんですけ

れども、やっぱりこうバーンと計画案を出されたときに皆さん、個別の施策まで全部、道民

の方含めて見るのは難しいかなとは思うんですけれども、多分、これまでいろいろなこども

施策が行われてきて、今回もこれまでやってきたものを引き継いでいる部分も多いと思い

ます。その中で、特に今回はやはりこども基本法ができて、こどもまんなか社会を実現して

いくんだという新たな局面だと思いますので、「こういうところに力点を置いています」と

いうことがわかりやすいと、より伝わるのかなというふうに思います。 

どれも本当に大事な施策だと思うんですけれども、やはり今回は、こういう国として、そ

して道としての視点の転換があって、ここに力を入れているんですというところが伝わり

やすい広報をしていくといいのかなと。多分、それがそのこどもの視点に立って、こどもか

らの意見を反映させるっていうところであったりすると思うんですけれども、特に今回い

ただいた施策の中で、「実はこれが目玉なんです」とか「ここが新しいんです」というとこ

ろがあれば改めて教えていただければと思いました。よろしくお願いします。 

 

【森子ども政策局長】 

森でございます。計画の１番最初のページに書かせていただいておりますけれども、国の

方針も踏まえまして、今回、少子化の計画に加えて、青少年ですとかこどもの貧困について

の施策も一元化してお示しするという形が今回の一番の売りとなっています。その分施策

が増えて見えますので、非常に深めていくことが難しい、それぞれの専門の分野の方につい

てはそこの部分が当然、注目をされると思うんですけれども、少し大冊になりますので、難

しくなっているところもあろうかと思っております。今、山田委員からご指摘がありました

ので、この計画について、この後、広報周知していく際には、トピックとなるところ、力を

入れているところ、新しく盛り込んだところについて、丁寧に周知を図ってまいりたいと思

っています。 
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【川田部会長】 

よろしいでしょうか。髙梨委員。 

 

【髙梨委員】 

 小学校長会の髙梨です。素案の意見募集の結果を見て、A の区分は、意見を受けて修正し、

C は今後、意見を参考にするということですが、気になったのは B の意見です。B の意見

は、道が書かれている案と同様の意見というふうに考えられるけれども、すでに書かれてい

る案と同じようなご意見が出されるということは、素案を読んで、すぐに理解ができない部

分なのかなと考えます。この B の区分で意見が出されているところについては、より詳細

な説明であったり、もっと目立つような表し方をすると良いのではないのかと思います。以

上です。 

 

≪報告事項≫ 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。それでは大体時間も進んでまいりましたので、この審議事項につ

きましてありがとうございました。 

それでは、これから報告事項にいきたいと思います。こどもの権利の周知・擁護について

は先ほど説明ありましたけれど、一応お願いします。 

 

【久保課長補佐】 

報告事項といたしまして、こどもの権利の周知・擁護につきまして、先ほどもご説明しま

したとおり、これまでのこども施策部会のご意見等々も踏まえまして、また、国の方の調査

や各種会議等の情報を収集しつつ、引き続き、北海道としての権利擁護のあり方について、

審議・議論を継続させていただきたいと思っております。 

また、先ほども申し上げましたとおり、各部会の方にも適宜、情報共有を図りながら、進

めていきたいと考えているところでございます。以上でございます。 

 

【川田部会長】 

 よろしいですか。ありがとうございます。ただいまの説明内容についてご質問等いかがで

しょうか。引き続き議論を継続していくというのは新年度に入って速やかにしていくとい

う理解でよろしいでしょうか。 

 

【久保補佐】 

はい。 
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【川田部会長】 

「はい」という返事がありました。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

我々としましては、先ほど説明した他県の状況ですとか、市町村の状況ですとか、一定程

度、皆さんとご議論いただく上では、基がないとご議論できないので、そういったものを一

定程度、なるべく早くとは思うんですけれども、調査をしたいと考えております。なかなか

実際行ってみないことにはわからない部分もあろうかと思います。他県の取組なんかも実

際、お電話で話を聞いても、実際どうなのかっていうのは規模感ですとか、どんなことでや

っているのか、体制はどうなのか、どんな場所でやっているのか、やっぱり行ってみないと

わからないかなと思っていますので、そうしたことを気持ちとしては早めに調査をしなが

ら、準備が整い次第、皆様方と共有させていただきながら進めていきたいと思っているとこ

ろでございます。 

 

【川田部会長】 

それは現地に調査に行くということも含めてですね。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

 はい。 

 

【川田部会長】 

 わかりました。ほかいかがでしょうか。資料３について、よろしいでしょうか。 

 それでは続きまして報告事項 2 番目「こども・若者の意見を道の施策に反映させるため

の取組について」事務局から説明お願いします。 

 

【菅谷主幹】 

子ども政策企画課の菅谷でございます。よろしくお願いいたします。この後、座って説明

申し上げたいと思います。資料 4 をご覧ください。第１回のこども施策部会でご審議をい

ただきました、こども・若者の意見を道の施策に反映させるための取組について、取組状況

等をまとめたものでございます。以下、項目毎に概要をご説明いたします。 

はじめに、こどもの意見反映推進事業です。事業の概要は、こども政策や教育、環境生活

などの道行政 10 分野につきまして、インターネットや学校への訪問などにより、こどもた

ちから意見を聴き、いただいた意見について、道の施策への反映を検討し、その結果をこど

もたちへフィードバックするというものでございます。 

ひとまる目の意見募集結果でございますけれども、時系列的には、広域募集として、主に

選択式の基本的な問いによりまして、インターネットで全道のこどもたちから意見を伺い、
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そこで得られた意見を踏まえて、さらに意見の具体化が図られるテーマを設定し、対面実施

として、学校に出向き、こどもたちから直接意見を聴いています。 

さらに、対面実施と同じテーマについて、拡大実施としまして、WEB アンケートで広く

意見を伺ったほか、市町村等が主体的に実施するこどもの意見を聴く取組に併せて、この事

業のテーマについての意見聴取を呼びかけたところでございます。 

意見をもらうために設定したテーマや問いを例示させていただきますと、「こども政策」

の分野では、テーマとして「北海道がこどもまんなか社会になるにはどうすればいいだろう」

というテーマを設定しまして、広域募集では、こども基本法の認知度を選択式の回答でお聴

きしています。その後、対面実施及び拡大実施では、こどもの権利をみんなに知ってもらう

方法や、こどもから意見を聴くための機会などについて、自由に意見を言ってもらう問いと

しています。 

このように進めてきた結果、資料にお示ししている回答数や参加者数等があったところ

です。いただいた意見につきましては、現在、施策への反映の検討などを進めておりますが、

ふたまる目の今後の対応といたしまして、２月中に、意見に対する検討結果等を①～③にお

示しした資料によりまして、訪問した学校を通じてこどもたちにフィードバックするほか、

道のホームページでも公表する予定としております。 

次にパブリックコメントによる意見募集です。ひとまる目の実施状況ですが、今年度から、

実施要領を定めてこども向けのパブリックコメントを本格実施しており、１月１６日現在

で、意見募集中のものも含めまして、３４本の条例、計画等について行ったところでござい、

ます。ふたまる目でございますが、意見募集の際に、ホームページに掲載いたします、それ

ぞれの条例や計画等を説明する資料の分かりやすさ、見やすさをさらに向上させるため、ワ

ーキンググループでご検討をいただき、全庁で使えるマニュアルの整備を行っているとこ

ろでございます。 

次に資料４の下段をご覧ください。審議会へのこども・若者の参画につきましては、資料

でお示ししているように、こども、若者の世代ごとに、それぞれの部会へ委員として参画を

いただいており、ご意見をいただいているところでございます。 

次に、声をあげにくいこども・若者からの意見聴取に係る取組です。ひとまる目とふたま

る目を通して説明いたしますと、施設職員等とあらかじめ様々な調整を行いまして、こども

たちが普段過ごしている施設等、具体的には、札幌市内の放課後等デイサービス事業所、知

的障がい児施設の各１か所を訪問いたしまして、小学生や中学生から直接意見を聴きまし

た。聴いた内容は、悩み事などの相談に関する考えや日常生活のこと、道へ望むことなどで

ございます。 

意見聴取が終わってこども達が退出した後に、施設等の職員の方と当日の振り返りなど

もさせていただき、声をあげにくいこどもからの意見聴取する際の留意点などについて、よ

り具体的なご教示等をいただいたところでございまして、今後の取組につなげていければ

と考えているところでございます。 
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最後に、ユースプランナー制度についてです。制度の概要は、短期大学、専門学校、大学、

大学院に在学する 29 歳以下の学生にユースプランナーとして登録をしていただき、道から

示されたテーマ等に意見を言っていただくものになります。 

今年度は、道内の大学、専門学校等を通じて参加を働きかけまして、28 名の方に新規登

録をしていただきまして、令和６年 12 月末時点の登録者数は 150 名となっております。 

登録者への意見照会としましては、北海道こども基本条例と北海道こども計画の策定を

進める中で、策定段階ごとに実施をしてきたところでございます。私からは以上でございま

す。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。では、ただいまのご説明につきまして、質問等はないでしょう

か。高木委員お願いします。 

 

【高木委員】 

高木です。今回、この審議会の一般公募枠が一つ余っていたということだったと思うんで

すけれど、そういうのはちょっと僕に頼って欲しかったと思います。誰でも探せたなと思い

ます。あとは、こども計画と基本条例のパブリックコメントの団体さんというのはどういっ

た団体でしょうか。デイサービスや学校等でしょうか。 

 

【川田部会長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【久保課長補佐】 

各種団体から意見をいただいております。具体的なところは申し上げられないですが、子

育て支援をされている団体や職業の団体等、いろいろなところから意見をいただいていま

す。 

 

【高木委員】 

ありがとうございます。僕というか、大半の市民は基本、条例に何が書いてある、どうい

う文言が使われているかといことは、普段あまり気にしてないと思うんですけれど、パブリ

ックコメントではすごい気にされている方、アンテナが広い方が多くてびっくりしました。 

ありがとうございます。 

 

【川田部会長】 

今、高木委員に口を開いていただいたので、せっかくですから、ちょっとわずかな期間で

したけども感想としてはどうですか。 
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【高木委員】 

条例を作るって大変だなと思いました。僕の本当想像の何倍もの人員と時間がかかって

いるなと思いました。なので、やっぱり一般公募に若い人、こどもが来て、こうやってがん

ばって条例が作られているとうのを１人でも知ってくれたらいいかなと思いました。 

 

【川田部会長】 

 道庁の方、励まされたかと思います。ちなみに高木さん、ユースプランナー制度はご存知

でしたか。 

 

【高木委員】 

ユースプランナー存じ上げなかったです。 

 

【川田部会長】 

そうですね。だからやっぱり、これももう少し周知してもいいのかもしれない。 

今年の意見照会はされたんですよね。意見はあがってきましたか。ユースプランナー制度

の登録者から。 

 

【久保課長補佐】 

はい。条例と計画の関係、意見照会させていただいております。ご意見も何件かいただい

ています。 

 

【川田部会長】 

その辺は今回のこと、いろいろと内容の修正等々のところで考慮された部分とか何か資

料の中には出ているんですか。 

【工藤子ども政策企画課長】 

ユースプランナー制度の仕組みとして、こちらからメールで資料をお送りしてという形

なんですね。なので、個別にご説明をできないところもありまして、一斉に登録されている

方に情報を提供して、アンケート形式で条例・計画の資料全部をお送りするってなかなか難

しいので、概要資料ですとか、要は、概略版で情報提供して、なかなか見ていただいて具体

的なご意見っていうところまでは仕組みとして難しかったかなというふうに思っておりま

して、今回いただいたご意見の中では計画に反映させていただくことは難しかったと思っ

ております。 

 

【川田部会長】 

もう一つ伺いたかったのが、こども部会がこないだ開かれたかと思うんですけれど、その

ときの様子なんかを少し共有いただけるとありがたいんですが。 
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【久保課長補佐】 

１月９日、10 日 2 日間に渡ってオンラインでこども部会を開催させていただいておりま

す。振興局ごとに、中学生、高校生の方に委員になっていただいておりまして、全部で 17

名のこどもたちに参加していただいています。 

１日目については、札幌市内のユースセンターアカシアの館長の方にこどもまんなか社

会の関係のご講義をいただいて、次の日には委員の方、３グループに分かれて、こどもまん

なか社会の実現に関してのグループ討議をしていただいております。 

いただいたご意見については、今後、政策提言として、知事に提言していただきたいと思

っております。皆さん、各グループの中でも活発にご議論いただいておりまして、そういっ

た関係も後日、審議会の方でもご説明させていただきたいと思います。 

また、どこかの機会で本部会の方でもご紹介していきたいと考えおります。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。工藤課長お願いします。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

はい。今のこども部会の関係でご質問ありました。今年のテーマ、こども部会で中学生、

高校生17名の方に集まってご議論いただくテーマとして何がいいかということを考えたん

ですが、昨年度、国になりますけれども、こども基本法ができたというところで、我々、今

年度、条例・計画、今ご審議いただいております。こうしたものを作っていくというところ

で、やはり一つ大きなポイントになってくるのが、こどもの意見を聴いていきましょうと。

こども自身の意見を聴いてということが大きなポイントかなと思ってございましたので、

今年のこども部会のテーマとして、「私達がこどもまんなか社会に実現に向けて意見を言う

ために大切なこと」ということをテーマにして 2 日間に渡り実施しました。 

2 日目、グループワーク、三つに分かれていただきましたけれども、そうした中でこども

自身の視点でどういったことが大事かということをこの後、提言していきたいと考えてご

ざいます。 

 

【川田部会長】 

そのほか、この資料 4 に関連するところはいいですか。ご質問等。 

それでは、これで予定されていた議事は終了となりますが、事務局、委員の方からご発言

等、最後に大丈夫ですか。高木委員。 

 

【高木委員】 

高木です。どうしても、こどもの現状を調査しようとか、こどもの意見を聴こうというこ

とも大事だと思うんですけれども、僕が現在取り組んでいるのは、僕の学生寮にシニアの方
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に来てもらって、料理とか掃除とかを手伝ってもらうということをやっていまして、やっぱ

り人手不足の日本で何かしようと、人手が足りないんだったら、やっぱりシニアに活躍して

もらうしかないと僕は思っていまして、シニアの方がなんで家に閉じこもっちゃうのかと

か、こども食堂のボランティアってたくさんあるんですけれど、そこに参加すればいいじゃ

んと僕は思うんですけれど、それには心理的ハードルが高かったり、情報を知らなかったり

という問題がありまして、シニア側の調査も大事かなと思っております。よろしくお願いし

ます。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。では局長から。 

 

【森子ども政策局長】 

ご意見ありがとうございます。今回、この条例・計画を作るにあたって、こどもの権利そ

のものをどう考えるのか、こどもの存在をどう考えるのかというのは、大人側に与えられた

大きな課題だと思っています。今シニアということがございましたけれども、シニアがこど

もだった時代から子育てをされていた時代とこどもに対する考え方ですとか接し方ですと

かも大きく変わってしまっているんだと思います。そうすると、そのシニアの方もこどもに

どう接したらいいのかわからない。自分の力がどんな応援になるのかわからないといった

方もいらっしゃると思います。ましてそこに権利ということが入ってきますと、触れていい

のかどうかわからないというような考えをお持ちになる方もいらっしゃるのではないかと

思っております。ですので、今回、広くそういった世代の方たちにもこどもについての考え

方ですとか、いままでのご経験を生かしていただける方法というのを丁寧に議論させてい

ただいて、みんなでこどもを支えていけるようにしていきたいと考えています。 

【高木委員】 

 ありがとうございます。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。山田委員お願いします。 

 

【山田委員】 

山田でございます。今年度、今後の審議会や部会の予定がありましたら教えていただきた

いと思いました。 

 

【久保課長補佐】 

今年度につきましては、来週 27 日のこども施策審議会の開催を予定しているところでご

ざいます。 
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各部会につきましては、今年度の開催は今のところ聞いてございません。本部会につきま

しても、今日が今年度最後の部会となると思っております。 

 

【山田委員】 

ありがとうございます。私事なんですが、弁護士会の内部の役職の関係で今年度で審議会

の委員を交替させていただきまして、来年度から新しいまた弁護士会の委員の者を派遣し

たいと思っておりますので短い期間ではありましたが、大変勉強させていただいてありが

とうございました。後任の者に引き継いで、引き続き、こども施策に有益な意見お伝えでき

るようにしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございまし

た。 

 

【川田部会長】 

よろしいですか。今回、部会最後ということで伝えたいことはございませんでしょうか。

明石委員どうでしょうか。 

 

【明石委員】 

明石です。私、一般公募で入っているので、最後に一つ、小学校３年生の男の子を育てて

いる母親としての意見を言いたいなと思っているんですけど、資料３と４に、こども向けに

わかりやすい資料を今後作っていこうっていうところが入っているかと思うんですが、こ

どもって大人が思っているよりすごくいろんなことをわかっていて、私も息子から聞いて

驚くことがたくさんあるんですけども、なので、わかりやすいということよりは、これをし

っかりやることによって、自分にどう関わってくるんだろうとか、自分の意見を言うことに

よって、どう変わっていくんだろうみたいなところを示していくことに重きを置くという

ことが、母目線では大切なんじゃないかなと思ったので、その意見を言いたいと思います。

以上です。 

 

≪閉 会≫ 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。とても大事なご意見だと思います。 

それでは本日の議事をこれで終了したいと思います。進行を事務局にお返しいたします。 

 

【久保課長補佐】 

川田部会長、各部会員の皆様大変お疲れ様でございました。これをもちまして、令和 6 年

度第４回北海道こども施策審議会こども施策部会を閉会させていただきます。委員の皆様、
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本日はありがとうございました。 

なお、事前にお送りしている資料につきましては、机上に置いて帰っていただいても構い

ません。また、来週先ほどご報告いたしました審議会の方は 27 日に開催する予定となって

おります。そちらの方に出席される委員におかれましても机上に資料を置いていただけれ

ば、来週、その資料を会場にご用意させていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

（以上） 


